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藍変色物の乏面征能。変化
　　　文化ヤた象段　成瀬信子　o a本大短大　山仲恵､子

〔日本家政学会

　目的　藍鴛色物a羞用・洗濯4綾') 祗t程。条ふ，ある色K ， え̂X東･6 i 志，iK i>・＼■

軋緊r- その姪度I? と･μ程-^' あゐ。ヽ。まT' そ。東因i 明らヵヽに-r るため, 本研瓢1 始おた。

　方汰　綿ブa ，i-' ( 如^fe ）と洋，･■=. u- ■£基布tレて.　藍^･濃. 炭色。え延階･こ柴色・£｡。

また　ル較。ちにK /I乙考染料乙種i用。７　盛裂色物r-址い厦，炭色,ご^ ４ １･･恥一定条件

，･碧色レ試験布とした。　着用に相当-* 4痕労処理として.　51 霞リ弐験機,ニJ^ ツを伸長。繰

ク尨｡レ岬夏鳥理乙行，瓦。i ･£日it曝露とウ。ず― )4－アー，。よ-b処里.石りし及!^合貳

55LfJ £ 用，, ft 先お< 昶によ。洗f= < 処理い乱fe 。z μh ．処理之卓独，r- I*組^合わ-it

ｔ複合旭理布%作。た。そ＼．r t 軋h cri似料|ごっ。てi-4亀3 顕雅義による写裏，色測七

it ，ﾆｰ戈元I射特碓｡. も羽係教, 裏｡面解漸隻置にぶゐ艮射特柱w お･，ヽ総を的４変化状態ｉ

藍梵色物と　化惨栄利栄色物i. 。比較^･･検討t 行.ft。

　紀栗　藍胞色物･?£査電子顕微鏡写哀f- 'I瓦面＼-- IJ 藍染料iA-子お･乃< 吸集･さ沢-2 いゐ

凩態,べ見■i Hi
■
上記，処理^ 亀件厳一< 行．fc試料il と，梁料紅乎≪杞寡統，繊維-。7 <

ず･ハレi＼Lダ見ら此-zいゐ, 特ic、色測^r- お，ヽ■z･*m柴色物,f処理後，明度べ高< riH .

* fe 常,こお亀，添% リ■≪^明h ･≪,-Z.',見学染料装色物。鳥理僥の色吏也,j　明良･f 高，/■* -S)

･*＼'，彩A.ヽ J･ド?ルも高< ti-hイK条件,つj; リ也< u ゐ魂合も見ら此，そ7. 変化傾向ダβB <h

妙ゝに貿r* ．-r 、ヽる。灸洵の毛羽牧魅。, 祗疵色物の名べ染料K i -. マも羽-≫<押i.ら≪,、毛

羽£べ辣< .。処理秉件しs る丸旭・ヽこ欠? ･■畿向’z’ある。　孝系，J滉'K的。亀% 尺iくとぅえ

る色U ．-T .栗色<?>.#- ,r よ-i,吏叱。稀同心。朋４．ヽ･'- in ■>ヽるi 思ヽおK ゐ。

B 162 名･糟綿ﾌ'ロード口壕色護(;り表面桂状

　　　　　　‾文化々大裁政　　匈m　信子 O わ'|　ゅな>')

　目的　繊物表面の視覚的な礎能は練物の狼政零因により冥なろお. If一集件の縮物て'゛右

色の虚いにより視覚的ないん方かりヽな'; 累なら．そこで比較的構だ蓼因に規則巷のある

綿グローp｀t 用い. 視覚的な表^握伏と柵柵的なm咳との付則-フい-? 鋳／'r-.

　方茲　就験布は韓四./･のアローい"、如, to.　f･, /Ko，ao It i隋い、I; ･ < ･ 隻の隻

捧染料r ^段階f:;j|¥t変えて染色した．そ・しきの破i量t 色. もの二攻元反射特侭t

測史しひこ．4 だ官能撞査によ') 色の壇芯、つやの大き7 、毛嗣立ち、麦面の凹^i、きれい

さなと"i鋼々アロード(ｶ構成要因の差ｶヽら釆ろ爰^荷状が色におでﾋり〉ようい.甲､なら

か吃鏡討しr-. と<に単糸ア■a ーμお薔とnﾇ糸rローI--ヽμ嗇の虚いt 見た．

　斜M　7ヽローμの構応のまいにより、嵯薦-I 討ﾀﾀ少聚なるか、を^の色の秀はrローμヽ

io奢し匍番の方恥、6o嗇し政番よ･) やや衣冴い傾向に恥ろ. 鳶色は、アa ーμの虚いI-よ

';色謀や明夜}こ')七彩良の^が･大ぎい．埴色濃度訳俺いほと･光の£射量お･大さい牝あ番数

の遭いによろフヤの大ふの簒かごn，きりtみらhる．単宸アローμ/≪> 嗇ふリ又疸アD - μ

tO春以上の方加フや17 丸g^ぐ、よこ畝か･あゐのこ･･、r-乙方向とよこ方向から悪だときの方

向孤があゐ、^ re麟威び或いはど･毛調立ちが゛ﾀﾀぐ£られているか･'、一番細い描疵t 用い化

120 を択きれいに£ A,ろt Iμ艮らない. 樗械｀測定によf?秀と官能棟査による対息は明度の

高い賞色よ'K明11 の低いｔ・t 色の･方0＼ヽ‘よい．


